平面図形　メネラウスの定理の証明　
メネラウスの定理 
図のように、△ABCの辺AB,BC,CAおよび
その延長上に点P,Q,Rがあり、これら３点は
同一直線上にある。このとき、
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＝1が成り立つ。
証明

Cを通り、辺ABに並行な線を引き、PQとの交点をDとする。
このとき、△QCD∽△QBPとなっているから、

QC : QB = CD : BP

よって、

QB × CD = QC × BP

となり、BQ/QC = PB/CD　…(ア)
同様に、△RCD∽△RAPから、

RC : RA = CD : AP

となり、CR/RA = CD/AP　…(イ)
(ア)、(イ)より
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 ＝1 
となり、与えられた式は成り立つ。
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